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Ⅱ  方法  (1)研究メンバーによる毎月の定例会を開催し、要支援児童とその家庭につい























Ⅴ 今後の課題  民間の支援団体の連絡会を核とした「子ども支援ネットワーク協議会
（仮称）」の開催を目指し、行政を含めた関係機関との意見交換会、事例検討会による研修
等の開催を目指したい。それらを通して要支援の子どもと家庭への支援について問題意識
を深めながら共有し、地域における仕組み作りを実践することが課題である。その際、A
市における産官学民のニーズを総合しつつ考える視点を取り入れていきたい。  
